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小５国語 出題のねらいと対策 

全体の平均点は67.9点です。大問別テーマのうしろの数字は，全体の大問別正答率です。

個人成績表を見ながら，不得意テーマに対する今後の学習の方針を見つけましょう。 

１ 漢字の読み書き 77.5％ 

ねらい：漢字の正しい読み書きがしっか

りとできるかを問う。 

分析と対策：漢字を書くときには，一画

一画ていねいに書くことを心がけてく

ださい。また，送り仮名
が な

によって読み

方がかわる漢字には，特に注意が必要

です。 

 

２ かなづかい 75.4％ 

ねらい：かな表記についての基本的な知

識
しき

を問う。 

分析と対策：｢ジ｣と｢ヂ｣，｢ズ｣と｢ヅ｣の

表記のちがい，また，｢オー｣とのばす

音の表記の原則を，しっかりと覚えて

ください。 

 

３ 詩の鑑賞 56.0％ 

ねらい：たとえの意味の把握
はあく

など，詩に

ついての基本的な読解
かい

力や，作者の

心情
しんじょう

をとらえる力を問う。 

分析と対策：⑴の詩のことばと形式，  

⑵の表現上の特ちょうについては，詩

の問題では必ずといっていいほどよく

出題されます。文語と口語の違い，定

型詩と自由詩の違いは，ノートなどに

まとめておくとよいでしょう。⑵アは

｢体言
たいげん

止
ど

め｣，イは｢倒置
とう ち

法｣，ウは

｢擬人
ぎじ ん

法｣，エは｢反復
はんぷく

法｣といいます。

⑶｢よろこび｣の内容を問う問題です。

③行目にあるような，山を｢あせにま

みれてよじ登った｣苦労が喜びに変わ

るのは，どういう場面かを想像
そうぞう

してみ

ましょう。 

 

４ 物語の読み取り 68.6％ 

ねらい：場面の把握や，登場人物の心情

をとらえる，基本的な読解の力を問う。 

分析と対策：この文章は，幸子とふーち

ゃんの二人が登場します。二人はまだ

出会ったばかり。幸子の心の不安を見

ぬいて親切にしてくれるふーちゃんと，

その姿を見て，幸子が，他人への甘え

やずるさに気づきはじめている場面で

す。二人の気持ちの動きを本文から読

み取りましょう。⑵｢丘にふく風はや

さしい｣という表現からは，ふーちゃ

んの好意を受け止めている幸子のすが

すがしく幸せな気持ちがわかります。

⑷｢胸
むね

にしみる｣は，｢身にしみる｣｢心

にしみる｣などと同じく，心に深く感

じるという意味で使われています。

｢胸｣で始まる成句や慣用
かんよう

句は｢胸が痛

む｣｢胸がいっぱいになる｣｢胸をなでお

ろす｣など，さまざまなことばがあり

ます。｢目にしみる｣は，目が刺激
しげき

され

ていたいときや，色があざやかに見え

るときなどに使われます。⑸｢今まで，

さんざんやってきたこと｣は，
  

部

の直前に｢だったら，これからもとき

どき心配させてやろう｣とあることか

ら，｢心配させてや｣ることだとわかり

ます。設問
せつもん

の指定にそった｢他人｣とい

うことばを使い｢～こと｡｣につながる

形の解答にすることも重要です。 

 


